
 

建築基準法第５１条の規定によるごみ処理施設の用途に供する建築物の敷地の位置について 

 
建築基準法第５１条では、卸売市場やごみ焼却場などの特殊な用途に供する建築物で、都市計画においてその敷地の位置が決定してい

ないものは、同条のただし書きの規定に基づき都市計画審議会の議を経たうえで、特定行政庁の許可を得れば建築することができること
となっている。 
 

申 請 者 敷地の位置 面  積 備     考 

 
株式会社 丸清 
 
代表取締役 
多田野 竹幸 

 
北九州市若松区南二島
四丁目 495 番 234 

 
敷地面積 11,985.29 ㎡ 
 
建築面積 4,918.27 ㎡ 
[申請部分(既存) 
          1,234.80 ㎡] 
 
延床面積 4,810.53 ㎡ 
[申請部分(既存) 

 1,134.00 ㎡] 
 

 
○ 処理施設： 

ごみ処理施設（一般廃棄物処理施設：圧縮施設） 
 

（今回許可対象施設） 
○施設の種類及び処理能力 
ごみ処理施設  163.2t/日 

 
 

 
 

 
（理 由）申請者は当敷地において、平成 23 年 7 月 1 日から、有価物（新聞、雑誌、段ボール等古紙類、金属類、プラスチック類）、 

同年 10 月 4 日には産業廃棄物（廃プラ、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、ガラスくず、金属くず等）の中間処理施設
として操業を行っている。稼働中の施設はいずれも、廃掃法で定める基準を下回っているため建築基準法第 51 条ただし書き
の許可は不要なものである。 

     今回の申請は、有価物及び産業廃棄物の圧縮施設としてすでに稼動している施設において、新たに一般廃棄物（古紙類）の受
け入れを追加することから、建築基準法第 51 条ただし書きの規定による許可を行うもの。 



 
 



 

 



  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

  

  
 

 

   

   

   

  

  

 

  

 
 
 
 



 

 



 

 


